未来構想は何を目指すか？
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· 大脇氏のやりたいことは何か、どの様にやって行こうとされているのか？
大脇：
· 自分のやりたい、またやってきたのは政策研究、シンクタンク的なこと。未来の日本はどう行くべきか、日本が誤りなき方向に行くように見通し、構想を提言。
· 国際社会の中で日本がいかなる役割を果たしうるのか。外交、国際関係を踏まえた上で、国内においては「何のためにやるのか」という、価値観・文化、アイデンティティーの問題になる。それを中心にして国内の教育問題、人材育成が重要。
· また、日本は国家の安全保障体制など、占領政策などの背景で国家的基盤を整えるのが遅れたので、その安全保障問題をどうするのか。自衛隊、憲法９条の問題もある。
· 日本として経済は頑張ってきた。今まですべての力を経済・技術に傾けてきたので、こまで来られたが、今後世界に出て行くのに、今までのようなやり方では難しい。中国、韓国が伸びて来て、競争相手となる中でどうして行くのか？
· 某財団の例：前会長のＫさんも文化論などをどんどん企画し、やっていたが、今はＭ氏に交代し、シンポジウムに日本のトップ、政府関係者も沢山呼んで、民間版の本格的政策研究を始めた。豊富な資金をバックに、会費徴収をしなくてもできる。安全保障、教育問題、地域の活性化等、全部カバーしている。アメリカでは、シンクタンク、財団主催の会合や勉強会が沢山ある。Ｎ氏もよくそういう所に参加している。スピーカーと直接の質疑応答もできる。
· そういう様な民間版シンクタンク的役割を果たしうるようになりたい。Ｍ氏はそれまで独自のシンクタンク活動をやって来た地道な蓄積の上に、財的バックと地位を得たこと、今後の活躍を期待している。
‐補完しなくてはならない点（上記財団の例を見て）‐
●この財団には一番大事なものが欠けているように思われる。日本がアジア、世界にいかなる責任を持って、どう貢献するのかという観点が弱き。米国に立ち遅れないように、米国に似た安全保障会議（ＮＳＣ）をつくることも大切であろうが、世界の為に貢献しようとするスピリットが弱い。国際社会での日本の役割、使命、そこに気がつく人は少ない。世界観のコペルニカス的転換‐パラダイムシフト‐とも言えることで、普通の人は目に見えないから判らないが、観点が１８０度違う。安全保障を論じても、農業問題を論じても、この観点から主張しないと世界の共感も得られない。これが一番重要なポイントだと思う。
●次に、ひとつのトータル的な哲学、日本として一番大切な価値観…絶対的価値観（アイデンティティー）を中心として、文化、政治、経済、すべてを結びつけて考え、総合的な政策提言をする必要がある。今は各省庁それぞれバラバラな状態。日本国家とは何であり、どうしていくのか、総合的な方針、国家的なアイデンティティーのもとに戦略を練る必要があるのに、それができるだけの哲学・思想背景が無い。
· 第3に官からの視点だけではなく、民の視点が必要。なかなか官からは出てこない。生活者、使う人の立場からものが考えられていない。
· 　以上３つの点：  １．アジア、世界の視点から日本の役割を提言

　　　　　　　　  ２．価値観をベースにした総合的国家戦略の提言

　　　　　　　　　３．民の観点からの提言

　　これが重要なポイント。既存の機関にこれらの視点が欠けているため、自分がやらなくてはならないのではないかと思ってきた。

－多くの人が気づき始め、提言する場が増える時代になって－

· 最近こういう事がだんだんと話し合われる社会になってきた。昔は、何もなく、真っ暗な中で模索してきた。そういう意味では、随分、良い所まで来ていると感じる。

· こうなってくると、政府・民間で話し合われている内容をよく情報収集し、それらを踏まえ、すでにやっている良い内容は受け継いだ上で、さらにそれを生かす。こういう方法を考えなくてはならない。
· その為には、よく日本国内、世界で話し合われている主な内容をよく把握して情報収集する役割の人が必要。資料集めや、会合に出席するにも時間が掛かる。その総合的な情報から、何が一番欠けているかを判断し、その部分をやらなくてはならない。

· 日本としてどう考え、どうするのか…ともに目に見えない共有できる普遍的価値観を見出し、それを中心として、日本がどの様に世界に貢献できるか。

· 皆（国民）がもっとこういう事に当事者意識を持って参画できる、自発的に興味を持ち、やりたくなるような仕組みをどうつくるか。
‐現在の動き‐

· 4月には未来構想フォーラム枠で 鈴木 博雄 先生に家庭教育を中心に話してもらう。人間には学校や会社という社会生活もあるが、家庭に始まり家庭に終わる。家庭はすべての人間の存在基盤。そうした中で日本は今、家庭が2重の意味で崩壊している。戦前、戦時中を支えた日本従来の強固な伝統的価値観が、戦争に負けた事と、米軍の占領政策の中で全面否定されたようになり、その価値観を捨てた。そこへアメリカ的な個人主義、民主主義が入ってきた。これらはキリスト教、ヒューマニズムや人権主義など、やはりアメリカの歴史の中で伝統的に培ってきた価値観の上で成り立っているものであるにも関わらず、表面的なものだけが日本の土壌に入ってきた。その為、単なるエゴイズムや自己主張など、マイナス的な要素が強く表面化してしまった。日本にまだ戦前の教育を受けた人々が残っている時までは、まだ何とかなっていたが、戦後教育しか受けていない世代が親になっている現在は、どうしようもない危機的状態、親殺し、子殺しが日常茶飯事になってしまっている。
· 伊勢先生にも国際的リーダーとなれる人材育成について話して頂く。

· 「日本の進路、アジアの将来、未来からのシナリオ」（西原 春夫先生 著）を薦める。アジアの近代史において日本が何を誤ったのか、文献をよく研究し、その裏づけをもって書いてある。最近、金 容雲先生に教わった事だが、吉田松陰は「台湾、中国、朝鮮は、欧米列強に植民地化される前に、日本が占領したほうがいい」と言っていた由。日本近代史を整理し、アジアにおける共生の道を探る必要がある。
‐何をするか？
· 政府・官僚のやっている事を踏まえて、上記の視点からそれを補うことが必要。

· シンクタンク的役割

· ボランティア（志を持って自発的に社会の為に動く人）が、より動きやすい状況（経済的にも賄えるような仕組み）を作る。

· 国際的リーダーを輩出するにはどうするか‐国連大学の本来の役割。小さくても良いので、人材を育成できるネットワーク、国際的リーダー養成のための拠点を作るべき。
· 今は、資金、人材力に欠けるので、十分な役割が果たせていないが、国際的ネットワークで、ポイントを押さえた、充実した内容の活動ができると思っている。・・（夢？）

質問：

· 日本の未来を思い、志を持って行動し、提言する方々が増えて来た、また、そういう方々が発言できる場所も官・民両方で増えてきたという中で、大脇先生にしか出来ないと思われることは何でしょうか？
大脇氏：

　国内、世界に通じる基盤造成。
1） 情報収集、一人では出来ない、仲間と共にネットワークを結成して、質の高い情報を共有すること。
2） 日本国内で話し合われた成果を、世界はどう受け取るのか、また、世界の為にそれを生かすという観点が必要。世界へ向けて日本は何を考え、どう行動しようとしているかの発信が出来ていない。もっと積極的に発信して、世界と協調していくべき。世界、特にロシア、中国、韓国は日本に驚くほどの興味を持っている。そういった内容を、相手の国がよく理解できるように咀嚼し、伝えるのが本来外交官の役割。外交官すら、そういう意味でスピリットに欠けている人が多いのは残念だ。アジア、世界との共存共栄を考えながら方向を打ち出していくという考え方を持った人は（増えてはきたけれども）まだ少ない。

3） 日本人ならではの特質をよく見つめなおし、日本独自のパワーを再発見し、ユニークな活動を国際社会で行動していける基盤をいかに確立するか。それには、精神的なもの、教育が重要。
4） 志を持つ人々がどんどん動いていけるようなネットワークづくり、それを行政がバックアップする体制作り。最近では、行政も市民のバックアップをする方向に変わってきている。国連もNGO、NPOの意見、提言を受けて、国連総会に反映されるようになってきた。日本でもそういう仕組みができつつあるが、まだ形だけ。それでも、時代はそういう‐行政が市民をバックアップする方向に向かっている。そうしないと国民の支持が得られなくなってきた。
質問：
・　伺ってきたような、大脇先生にしかできないことをされる時、どういう形でやれば一番効果的な活動ができると思われますか？

大脇：
　　組織基盤造成は、短期間でも事務局を強化、各種プロジェクト研究体制を作ること、有識者とともに、志と才能のある優秀なスタッフを公募獲得することが重要。
海外‐日本、双方向のインフォメーション基地（コミュニケーション基地）を作る必要。各国に日本政府のインフォメーションセンターはあるのだが、役割が果たしきれていない。
インターネットベースも考えられる。そういう事に関心を持って積極的にできる人材を育てること。
質問：
· その様な人材は、どうやって育てたらいいと思われますか？
大脇：

· やはり、塾のような形が必要。学校、本当は、そういう意識を持った大学があると　　　一番いい。そして、その塾生、生徒を、ボランティア活動などに動員しても良い。

· 事務局にいつでも話し合いが出来るラウンジを作って常時、若者がたむろできる場をつくること、

· 会社、地方自治体等、一定期間の事務局員研修生、研究スタッフ受け入れシステムを作る

· 大学に関しては、経営に行き詰まって、経営権を譲りたいという大学の話もある。
· いずれにせよ、教育の拠点が必要。そういう所があれば、もっと協力も得やすい。
· 塾もいいのだが、大変なエネルギーが要る。また、志を受け継ぐ人がいないと継続が　　難しい。
· 資金を持っている人に、どうやって働きかけていくか。寄付することがステータスになるような構想、企画があれば、集まるはず。寄付行為には減税措置もある。
質問：
· 塾などを主催する場合、どういうやり方がいいと思われますか？

大脇：

· 月１だけ集まるというようなものだと、あまり効果が無い。常時、集まれるような拠点を作ることが理想的。

質問：

· たとえば、物理的に常に集まれるような状況を作ることが難しい‐志を持つ方がみんな近くにいるとは限らず、各地に散らばっているなどの場合、インターネットベースでそういう場を設けて、補うというのは可能だと思われますか？

大脇：

· 可能だと思うが、スクーリングのように、やはり実際に触れ合う場が必要。基本は　　　インターネットベースだとしても、絶えず立ち寄り、その際に情報や資料を提供してもらえたりするような、ホームベース、ステーションが要る。それには、やはり事務局が重要になってくる。JANIC（国際協力NGOセンター）、NPOセンターなどには、ボランティアをする際の、いろいろな指導を受けられる相談員制度がある。そういう体制を整えることが理想的。
· 日本財団の会合のやり方などからも、ヒントを得たらいいと思う。週に２，３回集まりがある。

· たとえば事務所の半分のスペースは事務局、もう半分はいつでも座談会が可能なスペースとして、人が集まりたくなるような環境を整えたらいいのでは。

· その際、やはり一番重要になるのがキーパーソン。会いに来たくなるような人物がいることが重要。
· 地域活性化センターの例：熊本県小国町では、「木」をキーワードにしての、過疎化対策。人が集まりたくなるような環境を整えている。また、キーパーソンとなる人を中心に人が集まり、過疎化から脱しつつある。

· 逆転の発想、価値観の転換、今の日本の状況を、どう発展的要素として捉えられるようにするか、ユニークなアイディアが必要。

· 人をどう集めるか。市民指導型。市民が積極的に動くことに行政が経済的面も含めサポートする。
質問：

· 今までお話頂いたような活動をする場合、大脇先生はどの様な役割を担って行かれるのでしょうか。

大脇：

· 誰かが育って欲しいと思ってやってきた。総合的、全体的な視点でものを見み、企画力あるジェネラルマネジャーが重要。
質問：

・　数々の志あるかたがたと接してこられた中で、この人は特別だと思われる人はいらっしいますか？
大脇：

· たとえば、卑屈になるわけではなく、未来においてはアジアの人たちと共生していかなければ生きて行けないという意識をはっきりと持ち、行動してこられていらっしゃる方

過疎化、高齢化の進む地方のハンディーを逆手に執って、生き生きとユニークな活動を進めていらっしゃる。
質問：
· 伺ってきたように、今、日本にいくつかの重要な課題がある中で、大脇先生から見て、なにを一番優先的に解決しなくてはならないと思われますか。プライオリティーを付けるとしたら・・・

大脇氏：
· これは、きちんと整理したうえで、精神を統一して答えを出さなくてはならないことだと思うが、今の時点で感じることは、世界に出て行ける人材をどう育成し、世界に輩出していく流れをどう作るか。これが一番の急務、教育の課題、国策的な問題だと思う。
· もっと多くの人が海外へ出かけて、国際平和部隊のような動きをしていけたらいい。
· そういう事にもっと投入する人が出てこなくてはならない。
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